
近
年
の
水
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
、
施
設
の
能
力
を
超
過
す
る
洪
水
が
発
生
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
社
会
全
体
で
洪
水
に
備
え
る
「
水
防
災

意
識
社
会
」
の
再
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取
組
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
気
候
変
動
の
影
響
や
社
会
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
が
協
働
し
て
流
域
全
体
で
行
う
「
流
域
治
水
」
が
全
国
的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
市
「
雨
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
は
「
流
域
治
水
」
に
先
駆
け
て
、
関
係
局
区
の
連
携
に
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
浸
水
対
策
を
推
進
し
て
き

て
お
り
、
今
後
も
水
災
害
へ
の
備
え
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

「
雨
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

イ
メ
ー
ジ

Ｐ

①
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
た
め
の
対
策

氾
濫
を
防
ぐ
堤
防
等
の
治
水
施
設
や
、
流
域
の
貯
留
施
設
等
の
整
備

②
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
対
策

氾
濫
し
た
場
合
を
想
定
し
て
、
被
害
を
回
避
す
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
や
住
ま
い
方
の
工
夫
等

③
被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策

氾
濫
の
発
生
に
際
し
、
確
実
な
避
難
や
経
済
被
害
軽
減
、
早
期
の

復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策

河
川
改
修

河
川
改
修

ポ
ン
プ
場
の
設
備
更
新

Ｐ

排
水
機
場
の
設
備
更
新森
林
整
備
事
業

農
業
用
た
め
池
の
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

ソ
フ
ト
対
策

水
防
体
制
の
充
実

水
防
体
制
の
充
実

適
切
な
避
難
行
動
に

つ
な
が
る
情
報
発
信

排
水
機
場
の
設
備
更
新

ポ
ン
プ
場
の
設
備
更
新

河
川
改
修

河
川
改
修

水
防
体
制
の
充
実

適
切
な
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
情
報
発
信

森
林
整
備
事
業

森
林
整
備
事
業

雨
水
幹
線
等
の
整
備

雨
水
幹
線
等
の
整
備

農
業
用
た
め
池
の
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

農
業
用
た
め
池
の
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

河
川
の
適
切
な

河
川
の
適
切
な

維
持
管
理

河
川
の
適
切
な

河
川
の
適
切
な

維
持
管
理

基
本
方
針
１
「
な
が
す
」

基
本
方
針
２
「
た
め
る
・
し
み
こ
ま
せ
る
」

基
本
方
針
３
「
く
み
だ
す
」

基
本
方
針
４
「
つ
た
え
る
・
に
げ
る
」

基
本
方
針
５
「
そ
な
え
る
・
ま
も
る
」

京
都
市
「
雨
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
方
針

５
つ
の
基
本
方
針

集
水
域

氾
濫
域

氾
濫
域

河
川
区
域

「
流
域
治
水
」
で
は
、
河
川
区
域
や
氾
濫
域
の
み
な
ら
ず
，
集
水
域
も
含
め
て
一
つ
の

流
域
と
し
て
捉
え
，
そ
の
流
域
の
関
係
者
全
員
が
協
働
し
て
、
①
②
③
の
取
組
を
総
合

的
か
つ
多
層
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

雨
水
幹
線
等
の
整
備

資料５



都
市
部
の
き
め
細
か
い
治
水
対
策
を
目
的
に
、
一
級
河
川
の
指
定
区
間
の
う
ち
１
７
河
川
を
本

市
の
都
市
基
盤
河
川
改
修
事
業
と
し
て
指
定
し
、
現
在
、
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
７
河
川
の

改
修
を
進
め
て
い
る
。

【
整
備
中
の
７
河
川
】

西
羽
束
師
川
支
川
、
善
峰
川
、
有
栖
川
、
新
川
、
西
野
山
川
、
七
瀬
川
、
東
高
瀬
川

西
羽
束
師
川
支
川
整
備
箇
所
図

西
羽
束
師
川
は
、
西
山
丘
陵
の
山
地
水
と
桂
川
右
岸
一
帯
に
広
が
る
田
園
地
帯
の
排
水
を
桂
川

へ
と
注
ぐ
緩
流
河
川
で
あ
る
。
当
該
流
域
で
は
、
近
年
市
街
化
が
著
し
く
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
に

伴
う
洪
水
時
の
ピ
ー
ク
流
出
量
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
流
域
全
体
を
見
据
え
た
治
水
安
全

度
の
向
上
が
急
務
で
あ
る
。

西
羽
束
師
川
支
川
は
、
平
成
2年
度
か
ら
工
事
着
手
し
、
河
川
改
修
を
進
め
て
き
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
河
川
改
修
（
羽
束
師
志
水
町
付
近
）
を
進
め
る
予
定
で

あ
る
。

西
羽
束
師
川
支
川
工
事
現
場

建
設
局

事
業
概
要

令
和
５
年
度
取
組
内
容

名
神
高
速
道
路

西 羽 束 師 川 支 川

羽
束
師
橋

桂 川

水
垂
上
桂
線

久
我
森
の
宮
町

外
環
状
線

桶
爪
口

事業区間Ｌ＝２，０００ｍ

京
都
府
警
察
運
転
免
許
試
験
場



上
下
水
道
局

事
業
概
要

令
和
５
年
度
取
組
内
容

１
０
年
に
１
度
の
大
雨
に
対
応
す
る
た
め
、
雨
水
を
「
な
が

す
」
ま
た
は
「
た
め
る
」
機
能
を
備
え
た
雨
水
幹
線
等
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

烏
丸
丸
太
町
幹
線

位
置
図

令
和
４
年
度
の
大
雨
で
烏
丸
丸
太
町
周
辺
地
区
、
右
京
区
西
院

の
阪
急
京
都
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部
に
お
い
て
道
路
冠
水
が
発
生
し

た
。 当
該
箇
所
は
以
前
に
も
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
現
在
、

浸
水
対
策
と
し
て
烏
丸
丸
太
町
幹
線
（
令
和
７
年
度
運
用
開
始
）
、

西
部
１
号
・
２
号
分
流
幹
線
（
令
和
６
年
度
運
用
開
始
）
を
整
備

中
で
あ
る
。

ま
た
、
市
内
中
心
部
に
お
け
る
広
範
囲
の
浸
水
安
全
度
を
向
上

さ
せ
る
鳥
羽
第
３
導
水
き
ょ
の
整
備
等
を
引
き
続
き
進
め
「
雨
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
。

【
烏
丸
丸
太
町
周
辺
地
区
】

令
和
４
年
７
月
大
雨

道
路
冠
水

【
阪
急
京
都
線
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
】

令
和
４
年
７
月
大
雨

道
路
冠
水

西
部
１
号
・
２
号
分
流
幹
線

位
置
図

＜
流
域
治
水
と
の
関
連
＞
①
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
た
め
の
対
策



森
林
経
営
計
画
等
に
基
づ
き
実
施
す
る
造
林
・
保
育
等
や
風

雪
害
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

た
森
林
吸
収
源
と
し
て
間
伐
に
よ
る
健
全
な
森
林
の
育
成
を
図

る
こ
と
で
、
森
林
資
源
の
造
成
及
び
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
増
進
を
発
揮
す
る
。

建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

市
内
産
木
材
の
需
要
を
拡
大
し
、
森
林
整
備
・
保
全
の
担

い
手
で
あ
る
林
業
の
活
性
化
を
図
る
。

水
源
涵
養
、
土
砂
災
害
の
防

止
等
の
多
面
的
機
能
を
有
す
る

健
全
な
森
林
の
育
成
に
向
け
た

造
林
・
保
育
等
や
風
雪
害
対
策

及
び
間
伐
の
着
実
な
実
施

令
和
５
年
度
取
組
内
容
（
森
林
整
備
事
業
）

事
業
概
要
（
森
林
整
備
事
業
）

産
業
観
光
局

事
業
概
要
（
市
内
産
木
材
の
利
用
推
進
）

ゆ
っ
く
り
と

「
な
が
す
」

降
雨

森
林
土
壌
に
よ
り
雨
水
が

「
し
み
こ
む
」

雨
水
を
「
た
め
る
」

適
切
に
整
備
さ
れ
た
森
林
に
よ
る
水
源
か
ん
養
の
イ
メ
ー
ジ

・
公
共
建
築
物
に
お
け
る
、
み
や
こ
杣
木
(市
内
産
木
材
)の
率
先
利
用

・
民
間
建
築
物
に
お
け
る
、
み
や
こ
杣
木
(市
内
産
木
材
)の
利
用
支
援

・
官
民
連
携
に
よ
る
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
の
推
進

令
和
５
年
度
取
組
内
容
（
市
内
産
木
材
の
利
用
推
進
）

適
切
に
整
備
さ
れ
た
森
林

内
装
に
木
材
を
使
用
し
た
事
例
（
市
役
所
分
庁
舎
）

木
造
の
事
例
（
市
営
住
宅
集
会
室
）

全
庁

（
主
担
当
：
産
業
観
光
局
）

＜
流
域
治
水
と
の
関
連
＞
①
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
た
め
の
対
策



消
防
局

事
業
概
要

令
和
５
年
度
取
組
内
容

水
害
の
発
生
に
備
え
て
、
水
防
資
器
材
を
点
検
・
整
備
す
る

と
と
も
に
、
消
防
署
に
お
い
て
水
災
警
防
訓
練
を
実
施
し
、
災

害
対
応
力
の
向
上
を
図
る
。

さ
ら
に
、
消
防
団
員
教
育
を
行
い
、
水
防
資
器
材
の
使
用
方

法
の
習
熟
及
び
水
災
時
の
活
動
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
習
得

し
た
消
防
団
員
を
養
成
す
る
。

・
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
な
ど
、
最
新
機
器
を
有
効
活
用
し
た
災
害

対
応
力
の
強
化
を
図
る
。

・
消
防
学
校
に
お
け
る
消
防
団
水
防
教
育
の
実
施

救
命
ボ
ー
ト
な
ど
、
水
防
資
器
材
の
点
検
整
備

消
防
団
の
水
防
訓
練

ド
ロ
ー
ン
等
の
最
新
機
器
の
活
用

＜
流
域
治
水
と
の
関
連
＞
③
被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策

消
防
署
で
水
災
警
防
訓
練
を
実
施



建
設
局

事
業
概
要

令
和
５
年
度
取
組
内
容＜
流
域
治
水
と
の
関
連
＞
③
被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策

①
水
防
団
の
機
能
強
化

水
害
時
に
最
前
線
で
活
動
す
る
水
防
団
の
装
備
を
充
実
し
、
水
防
倉
庫
な
ど

の
設
備
に
つ
い
て
も
改
善
を
行
う
。

②
水
防
訓
練
等

地
域
を
水
害
か
ら
守
る
た
め
、
水
防
団
・
消
防
団
・
消
防
局
・地
域
住
民
に
よ

る
水
防
訓
練
を
実
施
し
、
水
防
技
術
の
向
上
や
水
防
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

①
水
防
団
の
機
能
強
化

・水
防
団
装
備
品
の
充
実

②
水
防
訓
練
等

・水
防
工
法
研
修
会
の
実
施

・水
防
訓
練
の
実
施

（非
常
召
集
訓
練
、
通
信
連
絡
訓
練
、
情
報
収
集
訓
練
、
水
難
救
助
訓
練
、

水
防
工
法
訓
練
）

水
防
訓
練
（
R
5.
5
.1
4）



〇
訓
練
概
要

京
都
市
地
域
防
災
計
画
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
各
防
災
機
関
と
京
都
市
と
の
緊

密
な
連
携
と
協
力
体
制
の
確
認
及
び
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
た
啓

発
を
目
的
と
し
て
、
最
大
震
度
７
の
都
市
直
下
型
地
震
に
よ
る
市
内
広
範
囲
で
の

大
規
模
な
被
害
を
想
定
し
、
令
和
4年
10
月
29
日
(土
)、
３
年
ぶ
り
と
な
る
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。

○
実
施
内
容

大
規
模
災
害
対
応
訓
練
:
被
害
情
報
収
集
訓
練
、
救
出
救
助
訓
練
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
復
旧
訓
練
等

市
民
防
災
啓
発
:
ブ
ー
ス
展
示
に
よ
る
防
災
啓
発
（
防
災
気
象
情
報
展
示
、
備
蓄

展
示
、
こ
ど
も
用
消
防
車
の
乗
車
体
験
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
等
）

○
訓
練
参
加
団
体
数
等

32
機
関
／
約
3,
40
0名
（
参
加
者
、
来
場
者
の
合
計
）

行
財
政
局

事
業
概
要
（
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
）

令
和
５
年
度
取
組
内
容

〇
令
和
４
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、
当
初
の
目
的
を
達
成

で
き
た
。

○
引
き
続
き
、
浸
水
害
、
地
震
災
害
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
災
害
時
に
即
応
で
き

る
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
、
ま
た
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
し
、
今
年
度

も
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
。

災
害
備
蓄
展
示
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
炊
き
出
し

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
説
明

＜
流
域
治
水
と
の
関
連
＞
③
被
害
の
軽
減
、
早
期
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策

起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

（
震
度
７
相
当
の
揺
れ
ま
で
発
生
可
能
）

火
災
建
物
救
出
訓
練

倒
壊
建
物
救
出
訓
練


